
守谷C地区まちづくり協議会
守谷C地区まちづくり協議会（通称：守谷C
地区まち協）は、令和2年3月8日に設立され
た協議会です。

守谷C地区に属する町内会・自治会は、土塔
三町・ライオンズ守谷駅前・黒内・高砂町・
やなぎ町・パラッシオ・サーパスシティ守
谷・レクセルプラザ・さつき台・旭町・海老
原町が大まかな範囲となります。

会長 村山 守（むらやま まもる）
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令和3年12月、地域内の今年度75歳にな
られる方及び75歳以上の方の内、ご希望
があった308名の皆様に今治タオルセッ
トを贈呈しました。

※右写真は一例です。

令和3年度 守谷C地区まちづくり協議会構成員

【役 員】

会 長 ： 村山 守

副会長 ： 佐藤 洋子 中村 晃

幹 事 ： 高羽 正雄

会 計 ： 飯田 陽子 高島 博美

監 事 ： 下村 文男

令和3年度 これまでの活動

【構成員】

区長、民生委員・児童委員、地域協力者の皆様 計23名（令和4年1月1日現在）

敬老記念品贈呈

日付 行事 会場

令和3年 4月 26日（月） 第1回 役員会
中央公民館
集会室1

令和3年 6月 4日（金） 定期総会 書面協議

令和3年 10月 14日（木） 第2回 役員会
中央公民館
視聴覚室

令和3年 10月 25日（月） 敬老記念品贈呈希望調査 ー

令和3年 12月中旬から 敬老記念品贈呈 ー
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令和3年度の活動費は、187万5千円です。令和2年度と比較すると、2万4千円増額となって

います。活動費は、全て守谷市からの交付金で賄われています。

今年度も、新型コロナウイルス感染症の影響により、敬老行事を始めとし、予算を組んだイ

ベント等が実施できていない状況です。

まちづくり協議会の皆様と議論を重ね、限りある予算を有効活用できるよう、今後も検討し

ていきます。

活動の区分 予算額（円）

親睦・交流

(1) あいさつ運動実施 0

(2) 地区敬老行事開催 370,000

(3) サロン活動の拡充 71,000

(4) 講演会・研修会開催 50,000

(5) 備品購入 200,000

防災・防犯

※消防団には、費用
充当をしていません。

(1) 防災訓練・勉強会実施 75,000

(2) 見守り活動 0

(3) 資機材購入 430,000

生活環境 (1) 生活環境の整備 20,000

情報発信 (1) 広報誌発行・配布 100,000

拠点整備

(1) 事務機器整備 204,000

(2) 会議場所借用 20,000

(3) 協議会運営 50,000

活動全般

(1) ボランティア保険 20,000

(2) ベスト購入 125,000

(3) のぼり旗作成 140,000

合 計 1,875,000



皆様がお住まいの地区を守る消防第二分団は、訓練・
消火活動が体力的につらくなってきている団員もいる
ため、世代交代に向け、入団してくださる方を募集し
ています。

ご興味がある方は、お近くの消防団員・区長または
市役所（交通防災課）へお問い合わせ下さい。

守谷市役所 市民協働推進課内

守谷C地区まちづくり協議会

☎ 0297-45-1111(内線132)

✉ kyoudou@city.moriya.ibaraki.jp

守谷C地区まちづくり協議会では、一緒に活
動していただく構成員や広報誌・資料作成
等をしていただく事務支援員を募集してい
ます！事務支援員には、支援の日数に応じ
て謝礼が支払われます。ご興味のある方は、
左記までお問合せください！

令和3年度は、6月6日に、土塔本町
町内会の自主防災訓練に参加し、消
火器・消火栓・発電機の取り扱いや
防災講話を実施しました。

【令和3年度以前の活動】

◆自主防災訓練参加実績

土塔本町、土塔新山

新松ケ丘（高野まち協地区）

◆イベント

道祖神祭礼 ※令和2・3年は中止

自治会・町内会の

自主防災訓練への参加

消防第二分団の紹介

私たち、消防第二分団は、皆様の
人命・財産を守るため、そして火
災防止のため、日頃より微力なが
ら訓練に励んでおります。

現在、団員数は19名在籍しており、
入団年数15年以上が半数を超える
ベテラン分団です。

まち協構成員・事務支援員募集中

皆様がお住まいの地域は、消防第二分団が主に担当している地区になります。消防
団は普段は仕事をしながら、いざ火災発生時に、消火活動をする団体です。

消火活動以外にも、水害・強風時の出動及び被害状況パトロール、消防自動車車両
器具点検、各種訓練･勉強会、火の用心パトロール、行方不明者捜索活動、お祭りで
の火気管理・交通整理等を行っています。

自治会・町内会のご要望に応じて、消火器・消火栓の取り扱い方法の指導や防災
講話を実施しておりますので、ぜひご活用ください。

お問合せ先


